天涯海角日语导游词
天地の果ての風景区(必ず旅行します)は三亜市を出て海岸の西に沿って26キロメートル行って、馬嶺山の下に着いて、“天地の果て”の奇観です。観光客はここに来て、天地の果てのようです。昔は交通が不便で、「鳥が飛ぶにはまだ半年かかります」という瓊島は、人家が少なく、荒廃していました。封建王朝が「逆臣」を流刑した地です。ここに来た人は、来たり来たりして道がなく、海を見て嘆き、だから「天地の果て」と言います。宋の名臣胡铨は「見渡す限りの天涯道、野草は煙のように魂を絶っている」と嘆きました。唐の宰相は徳裕に「一万里行ったら、千の千は返しません」という詩句を使って流されためぐり合わせを吐露しました。ここには歴史上の左官逆臣の悲劇的な人生が記載されています。ここは碧水の青空一色で、煙波浩翰、帆影点々、椰子林がゆらゆらしています。奇石が林立しています。そこには「天涯」、「岬」、「南天の一柱」、「海南南天」などの巨石が海辺を守っています。「南天の一柱」は清代宣統年間崖州知州範雲梯所の書と言われています。「南天の一柱」の由来はまだ伝説があります。昔、霊水黎族の二人の仙女が知ってひそかに下界し、南シナ海に身を置き、地元の漁師を指して水揚げをしていたと伝えられています。王母は怒って、雷公電母を捕まえて帰らせました。二人は双峰石となり、二つの断裂になりました。黎安の近くの海に落ちて、天涯のそばに飛びました。今日の「南天の一柱」になりました。
記録によると、「天涯」は清朝雍正年間の崖州知府程哲所の書である。「南天の一柱」は清朝宣統年間崖州知州範雲梯所の本だと言われています。今は観光地区に海水浴場、釣魚台及び海上ヨットなどの施設があります。現代建築と古典的な庭園式建築様式をまねて、互いに結び合って、「天涯ショッピング寨」、「天涯漫遊区」、「天涯民族風情園」、「天涯歴史名人彫像」などを持ってきます。岬の観光スポットにそびえ立っていて、目を離す暇がないほどで、帰るのを忘れることができません。近くには「点火台」、「望海閣」、「懐蘇亭」と曲が通じている登山の多段階観光地があります。
なぜ古人はここを天地の果てと定めたのか?長い間、ずっと難解な歴史の謎だった。近年はいろいろな考察を経て、この歴史の謎が明らかになった。清代康煕の盛世の時期、かつて第1回の全国的な版図《皇輿全覧図》の測量図活動を行って、海南島の南端の天地の果ての観光地区の所在地に位置して、今度の中国の陸地の版図の南極点の標識になります。測量を担当する欽差官吏たちはここで石を切り開いて碑に刻まれます。「海は南天を判定します」という四つの大きな字があります。これにより、「海は南天を判定する」ということは、世界の果ての観光エリアで一番早い石刻となります。
清朝雍正年間、崖州(つまり今日の三亜)知府程哲はここで「天涯」の二文字を刻みました。1938年、瓊崖守備司令官の王yiが別の巨石に「岬」という文字を書いてから、ここは天下で有名な景勝地になりました。
